
学校地域ＷＩＮ－ＷＩＮプロジェクト　教育プログラム

出張授業/学習訪問

学校側に整えてもらいたい設備・環境

・プロジェクター・スクリーン等映像設備
・上記に対応する音響設備
・出張授業の際は、参加人数に応じた実施場所

学校側への依頼事項

会社名 特定非営利活動法人　国連UNHCR協会

プログラム名

・国際的な人材として、UNHCRの働きや難民問題についての理解の促進。
・国際的な課題を「自分事」として捉え、主体的に向き合う人材の育成。
・アクティブラーニングとして、ファンドレイジング等の活動への理解と実践の拡大。

プログラムの内容

・出張授業
　　○授業や学年行事及び全校行事に講師を派遣
　　○学生団体SOARと連携し、当協会製作のワークショップの活用も可能
　　　※詳細は『難民についての授業の広場』（https://www.japanforunhcr.org/archives/forteachers）参照
・学習訪問
　　○修学旅行・研修旅行・社会科見学時にグループごとに事前学習
　　○当協会に来訪時に質疑応答形式の学習活動で理解を深める

対象生徒 全学年対応　出張授業…クラス毎・学年全体・全校等、学習訪問…学習グループ単位応相談

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
所要時間
実施場面

時間については応相談　（出張授業…50～120分、学習訪問…60～90分）

授業・部活動・学校行事・学年行事等様々な場面でご活用いただけます。

プログラムのねらい

連絡先

部署名 法人・学校担当

担当者 天沼　耕平 ＷＥＢ https://www.japanforunhcr.org/archives/lectures

電　話 03-4366-7373（070-3869-1763） e-mail school@japanforunhcr.org

学校側へご提供いただけるもの

・団体パンフレット等随時応相談

学校負担費用 交通費等実費（その他応相談）

企業のＷＩＮ

・難民問題やUNHCRの活動に対しての理解促進による難民支援の輪の拡大
・教育現場における実践による各地域社会における理解の促進

学校のＷＩＮ

・主体的且つ実践的な思考を持つ国際的な人材の育成
・地球的視野に立つ学校教育の実践事例としての広報が可能

・資料やワークシートの事前配布
・実践的な事後学習の促進（内容は随時相談可能）
・事前学習の促進（学習訪問前）

https://www.japanforunhcr.org/archives/lectures
mailto:school@japanforunhcr.org

